



















 キューバの作家アレホ・カルペンティエル(Alejo Carpentier, Lausana,  1904- 
París, 1980)は、音楽という時間芸術の諸要素を作品にとり込み、『失われた足跡




 例えば、ハイチ独立の歴史を扱った小説『この世の王国(El reino de este mundo, 
1949)』では、ラシーヌの戯曲『フェードル(Phèdre, 1677)』の一場面を演じる白
人農場主の妻と、それを彼女自身の打ち明け話と思い込む黒人奴隷たちの様子
が語られている(Carpentier, 1983a, p. 49)。また、1974 年に発表された短編小説『バ
ロック協奏曲(Concierto Barroco)』においては、ヴェネツィアでヴィヴァルディ
のオペラ『モテズーマ(Modezuma, 1733)』を観た主人公に、「インディアス」の
人間としての意識が芽生える(Carpentier, 1983b, pp. 197-198)。さらに、同じ時期
に書かれた独裁者小説『方法再説(El recurso del método,1974)』では、前衛的な
芸術を解さない国家元首がドビュッシーのオペラ『ペレアスとメリザンド
(Pelléas et Mélisande, 1902)』の「退屈さ」に辟易する様子が描かれている



























のバレエ「アナキリェの奇跡(El milagro de Anaquillé)」を書き上げた後、カルペ
ンティエルは前述のマチャード政権による圧力から、キューバを離れ、パリへ
渡る。三つ目の作品「マニータ・エン・エル・スエロ(Manita en el suelo, 1930)」
は、パリ滞在時に書かれた。カルペンティエルによって「オペラ・ブッファ(ópera 
bufa)」と銘打たれたこの作品は、ロルダン同様キューバの作曲家であるアレハ
















































































 「レバンバランバ」は 19 世紀キューバの都市を舞台にした作品で、カルペン
ティエルによると、フランスの版画家フレデリック・ミエイユ(Frédéric Mialhe, 
1810-1881)がキューバの公現節の祭りの風景を描いた「公現節の日(Día de Reyes, 




の女性で、彼女をめぐり、「赤毛のスペイン人の兵士(el soldado español, pelirrojo)」、
108 穐原　三佳
  




レオナルド・パドゥラ・フエンテスが指摘しているように(Padura Fuentes, 2002, 



































の踊り(juego de la culebra)」の中で蛇を殺すという役割を与えている(Carpentier, 








































Los JIMAGUAS avanzan, bailando pesadamente. Al hallarse cerca del 
BUSINESS MAN se separan un poco, de manera de encontrarse, cada JIMAGUA, 
a un lado del personaje. Y con un brusco movimiento (sin utilizar los brazos ni las 
manos, que no deben aparecer) anudan la cuerda alrededor del cuello del 


























エルは、エッセイ『キューバの音楽(La Música en Cuba, 1940)』の中で、アマデ
オ・ロルダンとの共同作業を振り返り、このように述べている。 
 
Terminada La Rebambaramba, el músico quiso escribir, como complemento, un 







付すこともできたであろう作品(que hubiéramos podido titular igualmente: “ballet 






































ほどなく、マニータは「月殺し」の罪で「スペイン人の総監(Capitán General de 
España)」率いる警備隊に捕らえられるが、最後に「チャラーダ」と呼ばれる「く
じ売りの中国人(Chino de la Charada)」によって救われる。彼は、当たりくじを
見せる前に繰り出す謎かけのような言葉「夜、沼地に出てくる丸い生き物は。




















































一場は「典型的なコロニアル様式のパティオ(Un clásico patio colonial)」に舞台
が設定されており、より明確に意図が伝わるように、「モデルを挙げる必要があ
るのなら、ロンビージョ邸にあるようなパティオ(Si se quiere un modelo, el del 
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Palacio de Lombillo)」と補足している(Carpentier, 1990, p. 199)。公現祭の情景を
描いた第二場についても、「聖フランシスコ広場(あるいはカテドラルの広場)で
(en la Plaza de San Francisco (o de la Catedral)」 (Carpentier, 1990, p. 204)と、固有名
詞を挙げて指示している。 
 登場人物の装いについても、作品の時代背景となる 19 世紀の風俗に即して、
具体的な記述が見られる。例えば、解放奴隷の「クーロ」はかつての主人の服
装を真似て、「派手な色のスーツにどぎついネクタイ、巨大なシルクハット、手
袋にステッキ… (traje de colorines, corbata estruendosa, sombrero de copa 
desmesurado, guantes, bastón…)」(Carpentier, 1990, p. 200)という出で立ちである。
第二場の祭りの場面については、「コンパルサ」と呼ばれる行列を構成する人々
の衣装について詳しく述べられている。例えば「コンゴとルクミのコンパルサ
(comparsa de congos y lucumíes)」では、「大きな羽の帽子を被り、青い縞模様の
上衣に赤い綿織物のズボンを身に着けた(con grandes sombreros de plumas, 















  …aparece el BUSSINESS MAN. Entra con prudencia y lentitud. Lleva una 
máscara que duplica el volumen de su cabeza. Viste traje de cuadros, con 
pantalones de golf y gruesas medias de lana. Gorra descomunal. Trae debajo del 
brazo una serie de pasquines raros. Una bomba de inflar gomas de bicicletas. En el 
hombro, como un fusil, un trípode de cámara cinematográfica, plegado. 









   
他方、「ヒマグアス」についても、第八場の登場場面に詳細な描写が見られる。 
 
En la puerta del bohío aparecen los JIMAGUAS. Dos enormes muñecos negros, 
casi cilíndricos, con cabezas también cilíndricas. Gruesos ojos blancos y saltones. 
Vestidos con pequeños sayos encarnados. Atados por el cuello con una cuerda de 












らしく見えるように、自動人形のように動くように(deben parecer irreales y 
monstruosos, moviéndose como autómatas)」 (Carpentier, 1990, p. 271)という指示が
出されている。 
 さらに、舞台装飾に関しても、空気入れで風船のように膨らまされた高層ビ
ルや(Carpentier, 1990, p. 273)、スペイン系農夫「グアヒーロス」が登場する際に




































sí quiero es ponerte en guardia contra todo intento de estilización)」という一文
(Carpentier, 1990, p. 307)である。ここで用いられている「様式化(estilización)」と
言う語は、手紙を読み進めるうちに、具体的にはバレエ『パラード』に見られ









Las estilizaciones cubistas estaban buenas para Parade, en 1917. Hoy estamos en 
1932. Los suprarrealistas de ahora te dirán que “tenemos el deber de dignificar 
aquellos elementos despreciados por los estetas, y considerados como inferiores y 

















aparentemente, de toda belleza)」に造形的な価値を見出す手法等は、シュルレア























たという(Carpentier, 2011, pp. 163-164)。 
また、この手紙に関しては、「マニータ・エン・エル・スエロ」に登場する
くじ「チャラーダ・チナ」の図版をパリに送ってほしい旨が記されている点も
興味深い。それは「白い衣服を身に着けたドジョウ髭の中国人(un chino vestido 









皆、躍起になっている(en la revista Documents están locos por reproducir una 
estampa de San Lázaro)」という一節や、「ハバナにいた時にはほんの少しの注意
を引くこともなかった事物が、ここでは途方もなく興味深いものになったりす
る(Hay cosas a las cuales no concedía la menor importancia en la Habana, que 


























すことになる。アンケ・ビルケンマイヤー(Birkenmaier, 2006, p. 53)は、カルペ
ンティエルの最初の小説『エクエ・ヤンバ・オー』と、同じ年にフランス語で














でも、「たやすい美(lo bello fácil)」と「得難い美(lo bello difícil)」という二つの語
















Conocer técnicas ejemplares para tratar de adquirir una habilidad paralera, y 
movilizar nuestras energías en traducir América con la mayor intensidad posible: 
tal habrá de ser siempre nuestro credo por los años que corren ―― mientras no 























































その伝統文化のキューバにおける重要性を意識し、『黒人奴隷(Los negros esclavos, 1916)』、『アフロ
ネグリスモ語彙集(Glosario de afronegrismos, 1924)』、『タバコと砂糖をめぐるキューバ的対位法















4) サティは 1917 年に上演されたバレエ『パラード(Parade)』の作曲を担当した。ストラヴィンス
キーは、『火の鳥(L'Oiseau de feu, 1910)』、『ペトルーシュカ(Pétrouchka, 1911)』や 1913 年に上演さ
れ、大反響を呼んだ『春の祭典(Le sacre du printemps)』等、バレエ・リュスのために数多くのバレ
エ音楽を手がけた。ファリャは、第一次大戦後の 1919 年にパリとロンドンで上演された『三角帽
子(El sombrero de tres picos)』の音楽を担当した。 
5) 例えば、1925 年に『ソシアル』に掲載された「レオン・バクスト(León Bakst)」他、同雑誌の
1927 年の記事「ストラヴィンスキー、「結婚」とパパ・モンテーロ(Stravinski(sic), Las bodas y Papá 










称および起源については、ピチャルド・タピア（Pichardo Tapia, 1836, 1875)とともにオルティス(Ortiz. 
1975.)を参照。 
9)「アナキリェの奇跡」に見られる二項対立と、アフリカ起源の宗教的伝統の強調という特色に










ョ(Juan Criollo)」という呼び方もあるが、カルペンティエル自身はキューバで 1930 年代に見た古




13) 主な記事を挙げるなら、ピカソに関しては「ピカソの多様な芸術(El arte múltiple de Picasso)」 
(Carpentier, 1986, pp. 26-27)、「偉大なるパブロ(Pablo el Grande)」 (Carpentier, 1986, pp. 262-267)など
がある。コクトーに関連する記事も数多いが、主なものとして「ジャン・コクトーと場の美学(Jean 
Cocteau y la estética del ambiente)」(Carpentier, 1986, pp. 17-26)、「ジャン・コクトーの職業上の新た




                                                                                                                                       
ことができる。 
14) 実際、カルペンティエルはガルシア・カトゥルラへ宛てた手紙の中で、バレエから人形劇へ





(グリゴリエフ, 2014, p. 132)という。 
16) 未来派については、カルペンティエル自身、バレエと同時期に書かれた最初の小説『エクエ・
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